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GCCが本学に設置されるに至った背景のうち、特
に教育面で重要なことは 2 点あった。第一に、本学の
英語教育改革とその成果から判明した課題とその解
決、第二に、わが国のグローバル化政策と本学のグロー
バル化志向の重なりである。第二点目については、後
述する第二期中期計画の節（ 1 － 2 ）や、大阪市立大
学国際化アクションプランについての節（ 1 － 3 ）で
改めて触れることとし、本節では、第一点目に挙げた
本学の英語教育改革とその成果がGCC設置とどのよ
うな関連をもつのかについて紹介する。
2007（平成19）年度の英語教育改革を経て、本学の
英語科目CE（College English）は、 1 クラスあたり
の人数を25名程度に絞り、初年次向け科目担当教員の
大部分をネイティブスピーカーの教員とし、 3 段階の
１．GCC設置の背景と経緯：2012（平成
24）年度
本章では、グローバル・コミュニケーションコース
（以下、GCCと略記）設置に関連するさまざまな背景
事情ついて、渡邊（2014）に基づいて振り返る。
1－1．本学の現実とGCC試行開始
2012（平成24）年度、教育担当副学長（教育推進本
部長）を筆頭に、各部局より選出された教員を含めて、
グローバルコミュニケーションコース設置ワーキング
が設立された。このワーキングを中心に、2013（平成
25）年度入学者を対象とするGCC試行のための準備
作業が始まった【1】。
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本報告は、次の 2 点を目的として作成されている。第一に、約 2 年間にわたるグローバル・コミュ
ニケーションコースの実施記録を大学視点から記述すること、第二に、本誌に先述されている「第
17回大学教育研究セミナー　グローバル・コミュニケーションコース（GCC）　2013年度成果報告　
～ GCC_UVicをコアとする「語学で学ぶプログラム」　成果と課題～」に関して、データの分析結
果を中心に、より詳細な内容をまとめることである。
以降、 1 章にて、GCC設置に至る背景と関連事項、および、経緯についてまとめる。続く 2 章に
て、GCC試行 1 年目である2013（平成25）年度について、数値データを中心に振り返り、GCCの
要として新たにデザインされた海外研修GCC_UVicの成果について考察する。 3 章では、GCC試
行 2 年目である2014（平成26）年度に確認された懸案事項について述べる。 4 章と 5 章では、副専
攻の本格設置に向けて学則が改正される一方、学内からは副専攻に対する疑問の声が上がっている
ことについて率直に述べるとともに、現時点で考えうる解決策、および、その解決策を実行するに
あたって直面するであろう課題について論じる。
キーワード：グローバル化、学修成果、プログラム評価
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【資料】GCC（グローバル・コミュニケーションコース）からGC（グローバル・コミュニケーション）副専攻へ
8
習熟度別クラスを設定して実施されることになった。
あわせてACE（Advanced College English）も新た
に設立され、英語科目の充実化が図られた。2007（平
成19）年度から2010（平成22）年度までの学修成果を
語学力テストVersant【2】のスコアの推移に着目して分
析した結果、設置クラスの 9 割以上を占める習熟度下
位・中位クラスに所属する学生には一定の学修成果が
見られたものの、上位クラスの学生は十分力を伸ばせ
ていない可能性が示唆された（飯吉・平，2012）。
飯吉・平（2012）によるこの分析結果は、本学に入
学した学生のうち大部分が入学後も英語運用能力を維
持・促進できていたのに対し、入学時点よりもともと
力のある上位層の「噴きこぼれている」学生に対して
は、何らかの手当てが別途必要である可能性を示唆し
ている。
1－2．第二期中期計画（2012（平成24）～ 2017（平
成29）年度）
GCC設置の背景のうち、特に教育面で重要なこ
と 2 点のうちの第二点目、国のグローバル化政策と本
学のグローバル化志向の重なりについては、この節と
次の節に分けて記述する。
2012（平成24）年に発表された「新たな未来を築く
ための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け、
主体的に考える力を育成する大学へ～（答申）」（中央
教育審議会，2012）や、近年の各種競争的教育資金「グ
ローバル人材育成推進事業」（文部科学省，2012）、「スー
パーグローバル大学創成支援事業」（日本学術振興会，
2014）などにおいて、我が国の大学教育がグローバル
スタンダードを満たし、高い質を保持して展開される
ために必要な各種改革が求められている。これらの発
表時期と、本学の第二期中期計画、および、次節で挙
げる国際化アクションプランは、ちょうど重なる時期
に提示されている。
まず、第二期中期計画（公立大学法人大阪市立大学，
2012）から眺めていく。項目№14に、グローバル人材
の育成が挙げられている。
№14「グローバル人材の育成」
全学共通教育、専門教育、大学院教育の各分野に
おいて英語等を使用した授業を拡充するととも
に、外国語によるコミュニケーション能力、異文
化理解・活用力を持ったグローバル人材を育成す
るコース等を実施する。
項目№14の小項目№14－1には、GCCを設置し、
2013（平成25）年度から2014（平成26）年度にかけて
の 2 年間で試行し、その後、2015（平成27）年度に副
専攻化することが段階的に盛り込まれている。
2012（平成24）年に設置され、準備作業にかかわっ
ていたグローバルコミュニケーションコース設置ワー
キングはこの年度のみをもって解散し、代わって、
2013（平成25）年度に設置された、教育担当副学長（教
育推進本部長）を筆頭とする教員集団GCCWG（グロー
バル・コミュニケーションコース　ワーキンググルー
プ）が、コースを実際に運営しながら、教育プログラ
ムのあり方について議論し、副専攻化に向けての準備
をすすめていくことになった【3】。
1－3．大阪市立大学　国際化1stアクションプラン、
2ndアクションプラン
教育面で重要なこと 2 点のうちの第二点目、国の
グローバル化政策と本学のグローバル化志向の重なり
は、本学の国際化アクションプランに盛り込まれた内
容からも読み取ることができる（大阪市立大学国際戦
略本部，2011，2014）。
大阪市立大学国際化1stアクションプランは、2011
（平成23）～ 2013（平成25）年度の 3 年間に、2ndア
クションプランは、2014（平成26）～ 2016（平成28）
年度の 3 年間に、魅力溢れる、社会にとって力強い国
際的な大学をめざすとともに、大阪市の国際化の質的
向上に寄与することを目的とし、どの部局等が、いつ、
何をするのかをまとめたプランである。
GCCについては、2ndアクションプランにおいて副
専攻化を含めて触れられている。
2．教育分野
⑴　グローバル人材の育成
②国際通用性のある教育
A．「グローバルコミュニケーションコースの副
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専攻化　【担当：教育推進本部・各学部】
・平成25年度から開始したグローバルコミュニ
ケーションコースについて検証する。（H26）
・検証結果をもとに課題を検討・解決し、副専攻
化を図る。（H27）
・各学部は意欲のある学生のグローバルコミュニ
ケーションコースの履修を支援する。（H26－
28）
GCCの 2 年間の検証結果の一端については、本誌
に先述されている第17回大学教育研究セミナーの詳細
報告をかねて 2 章にて述べる。
1－4．GCCがめざすもの
GCCにおいて、グローバル化する社会で生き抜く
人にもっていてほしい基礎力は 3 つ設定されている。
第一に、自己・他者・多様性を理解できる力、第二に、
外国語を活用できる力、第三に、学んだ内容を実践に
結びつけることができる力である。GCCは、これら
の力を、全学共通科目、および、外国での研修等を介
してできるだけ低年次のうちに身につけ、学年を追う
ごとに深まる専門分野での学修に活かしてもらうこと
をめざした低学年向けのコースである（図 1 【4】）。
また、GCCへの正式登録は入学年度のみ、すなわち、
その年度に入学した学生を対象とし、募集時期は 7 月
とした。また、GCCへの正式登録を希望する学生には、
基本アドミッションとして次の3点が求められた。
●　主専攻（＝卒業時に授与される学士）をしっかり
学び、かつ、コースも学修できる。
●　外国語による授業を理解するとともに、外国語を
用いて授業に参画できる基礎力がある【5】。
●　積極的に学ぶ意思があり、自立的に学修できる。
さらに、 1 学年あたりの正式登録者の上限は40名と
定められた。この数字は、本学に約 1 割いると考えら
れる語学力的「噴きこぼれ」学生のうち、コースを履
修できるだけの余力のある学生が現実的にどの程度い
るかを確かめる意味で、 2 年間の試行期間中のめやす
として設定されたものである。万が一、GCCへの正
式登録希望者が上限を超えた場合は、各種語学力テス
ト（TOEIC、TOEFL、Versantなど）のスコアに基
づいて選抜がなされることになっていた。
さらに特筆すべきは、英語教育を専門とする本学の
教員と、カナダ・ビクトリア大学（UVic）のEnglish 
Language Centreとの協力により、GCC向けの新し
い海外研修プログラム、通称GCC_UVicがデザインさ
れたことである。GCCに正式登録が認められた学生
のみがこの研修に参加できる。あわせて、GCCがも
ともと上位者をターゲットに設置されたことを受け、
この研修の内容および授業方法もまた、英語でのアウ
トプットを重視した高めのレベルでデザインされてい
る。さらに、UVic側に支払う授業料に関しては、大
学（教育推進本部経費）から補助金が出されることも
決まり、英語圏での約 1 か月の研修としてはかなり廉
価で参加することができるメリットが創出された。た
だし、それだけのメリットを享受し、真に学んで実力
をつけてくるために、参加者には事前準備と一定以上
の英語運用用能力が求められた【6】。
なお、GCC_UVicの詳細については、渡邊（2014）
を参照いただきたい。
２．GCC試行1年目の振り返り：2013（平
成25）年度
試行 1 年目については渡邊（2014）にて報告済の部
分も多いので、ここでは、第17回大学教育研究セミナー
において報告された新たな事実を中心に紹介する。
図１　GCCの全体像 単位数、科目、研修の位置づけ
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帰国後の 4 月にVersantテストを行い、GCC_UVicを
経て参加者がどの程度英語運用能力を伸ばしたのかを
比較した（表 2 ）。
表２　出発前と帰国後のVersantスコア比較
2月（出発前）
平均・標準偏差
4月（帰国後）
平均・標準偏差
対応のあるt検定
構文
46.47
（4.89）
48.79
（7.02）
t（18）=2.21 p<.05
語彙
45.47
（8.57）
51.11
（7.83）
t（18）=3.77 p<.001
流暢さ
39.05
（8.06）
44.32
（9.84）
t（18）=4.87 p<.001
発音
36.89
（6.22）
38.79
（6.16）
t（18）=3.18 p<.01
総合
42.16
（6.10）
46.05
（6.80）
t（18）=5.46 p<.001
サンプル数がまだ非常に少ないため、あくまでも参
考程度の結果であるが、Versantテストの 4 つの評価
軸すべてについて、帰国後のスコアが出発前に比して
伸びていたといえる結果が得られた。とりわけ、一般
的な日本人が苦手としている流暢さが、平均して 5 ポ
イント伸びていることは特筆に値する。
さらに、2013（平成25）年度の締めくくりにGCC
第一期正式登録者に提出を求めた成果報告書の項目
「大学に入学してから 1 年、どのような力をつけ、具
体的に何ができるようになったか」に記述された内
容に関し、GCC_UVicに参加した学生分について、
GCCのねらいとして挙げていた 3 つの力に相当する
キーワードが抽出できた（表３）。
表３　GCC_UVic参加者が自覚する初年次の学修成果
キーワード
キーワードが
抽出できた人
数（19人中）
GCCでつけてほし
い 3 つの力との対応
自己理解・自己
相対化・多様性
の理解
9
自己・他者・多様性
を理解できる力
英語運用能力上
昇の自覚
19
外国語を活用できる
力
実際に経験して
理解する・発見
する
11
学んだ内容を実践に
結び付けることがで
きる力
関心の広がり・
学ぶことへの意
欲の高まり
9 ―
2－1．試行1年目、第一期生の基礎データ
2013（平成25）年度入学者を対象に、 7 月に正式登
録者を募集、ガイダンス出席者35名のうち、30名を第
一期の正式登録者として認めた。ただし、後日辞退者
が出たため、2015（平成27）年 1 月の段階における第
一期正式登録者数は28名である【7】。
第一期正式登録者のうち、GCCの要として位置付
けられていたGCC_UVic（2014（平成26）年 3 月実施）
に参加したのは19名であった（表 1 ）。
表１　GCC第一期生正式登録者およびGCC_UVic参
加者内訳
学部 正式登録者人数
うち、GCC_UVic参
加数
商学部 7名 5名
経済学部 7名 4名
法学部 6名 3名
文学部 6名 5名
医学部
（看護学科）
1名 1名
生活科学部 1名 1名
計 28名 19名
GCC正式登録者およびGCC_UVic参加者には、文
系学生が多く含まれている。これは、理系学部がも
つ構造的な理由によるものと考えられる。第一に、理
系は文系に比べると必修の基礎教育科目（講義・実験
など）の比重が大きく、時間割の密度が高いために、
GCCの修了認定要件として求められる英語科目を重
点的に履修するのが難しいことである。第二に、医
療・福祉・建築等の国家資格取得と密接にかかわるカ
リキュラムをもつ学部・学科もまた理系に集中してお
り、時間割に占める必修科目の密度が極めて高く、コー
スの修了認定を満たすのが難しいことである。
2－2．第一期GCC_UVic参加者の学修成果
この節では、先述の第17回大学教育研究セミナー当
日に公開されたデータの分析結果を紹介する。
GCC_UVic参加者19名について、研修直前の 2 月と、
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第二期正式登録者のうち、GCCの要として位置付
けられていたGCC_UVic（2015（平成27）年 3 月実施
予定）に参加を許可されたのは23名である。GCC正
式登録者およびGCC_UVic参加者は、第一期と同様に
文系が多い（表 4 ）。
表４　GCC第二期生正式登録者およびGCC_UVic
（2015）参加者内訳
学部 正式登録者人数
うち、GCC_UVic参
加数
商学部 5名 4名
経済学部 6名 3名
法学部 11名 7名
文学部 11名 7名
工学部 1名 1名
生活科学部 3名 1名
計 37名 23名
3－2．懸案事項：2回生になった第一期生の活動レベ
ル
一方、第一期生は試行 2 年目となった2014（平成
26）年 4 月には 2 回生になり、早ければ今年度末にコー
ス修了要件を満たして修了認定（仮）される学生が多
数出てくるものと思われる。なお、修了認定（仮）で
あるのは、GCCの修了認定は主専攻の学位が授与さ
れたとき、すなわち、卒業が確定したときに初めて正
式に有効になり、それまでは「コースに必要な要件を
満たした」ことを証明するものにとどまるからである。
そして、試行 2 年目を迎えて明確に浮かび上がっ
てきたのは、 1 年次の 3 月に実施されたGCC_UVic
や、その他交流協定先の海外研修に出向いた（ないし
は 2 年次に出向く）学生に対する 2 回生向けのフォ
ローアップの薄さと、それに伴う学生たちのインボル
ブメントの停滞化である。
そもそも「噴きこぼれ」た上位学生の学修機会とし
て設置されたのがGCCであった。初年次のうちに海
外に出向いてやる気に火をつけて戻ってきてもらうと
上述の結果は、研修への参加を通じて、さまざまな
ものごとへの関心の高まりを自覚したり、学ぶことに
意欲をもったと自覚している学生がいたことを示すも
のである。さらに、ただ英語を話せるだけではなく、
英語を使って「何を論じるか」が大切であることに自
分で気づき、特定のテーマについて英語で論じるため
にはもっとさまざまなことを知らなければならないと
認識できるようになったと述べる学生や、多様な事象・
他の国・他の文化・他の言語へと関心が広がったこと
を自覚するようになった学生がいたことも特筆に値す
る。
一定以上の語学運用能力をもち、かつ、自発的に
学びたい、見識を広げたいと考える学生にとって、
GCC_UVicは、語学力上の成果と、自覚という主観的
な面での成果を学生自身がつかみ取れる機会を提供で
きたといえるだろう。
３．GCC試行２年目の振り返り：2014（平
成26）年度
試行 2 年目については、現時点ではまだ十分なデー
タが出そろっていないため、紹介できる内容は多く
はない。なお、試行 1 年目とは大きく異なる点があ
る。それは、GCCの最上位組織である教育推進本部
と、ビクトリア大学で留学生の研修を担当している
English Language Centreとの間に、「大阪市立大学
グローバル・コミュニケーションコース受講生対象グ
ローバル研修の約款に関するビクトリア大学英語セン
ターと大阪市立大学教育推進本部間協定」が結ばれた
ことである。この協定が確立したことで、JASSO（日
本学生支援機構）が年度ごとに募集している奨学金へ
のエントリー条件の一つを確実な形で満たすことがで
きるようになった。
3－1．試行2年目、第二期生の基礎データ
2014（平成26）年度入学者を対象に、 7 月に正式登
録者を募集、ガイダンス出席者59名のうち、38名を第
二期の正式登録者として認めた。ただし、後日辞退者
が出たため、2015（平成27）年 1 月の段階における第
二期正式登録者数は37名である。
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⑵2014（平成26）年11月に、ビクトリア大学の
現役教員であるRoger Howden先生の協力を得
て、講演「Aspects of Culture」を開催するこ
とができた。GCC第一期生も第二期生もどち
らでも参加可能として広報したが、予約人数は
第一期生 5 名（正式登録人数28名中）、第二期
生11名（正式登録人数37名中）であり、第一期
生のインボルブメント度合が第二期生に比して
相対的にやや低いことがうかがえる。
⑶第二期生向け事前研修（12月）実施にあたって、
第一期生にメンターを依頼した。今年度は 2 名
の第一期生が、自身が経験したGCC_UVic参加
前後を振り返りつつ、率直に第二期生に語り
かけ、研修を支援してくれた。自分の経験を思
い出し、言葉にして他者に語るというナラティ
ヴ行為は、わかったつもりになっていたこと
や、忘れていたことに対して改めて自分自身で
フォーカスし、肯定的自己概念を再確認する機
会となるため、キャリア発達の観点からも大変
重要である。しかし、現段階では、ボランタリー
に協力してくれる学生がいた場合にそれに頼る
という形での実施にとどまっている。
⑷自学自習のためのICT教材の提供が2015年明け
早々から始まる予定である。一部のトップレベ
ルの学生向けに授業を新設することは、教員の
新規雇用や専任教員の負担増と密接にかかわる
ため早急な実現が難しい。しかし、学生が自分
のペースで学修できる教材の充実は、その年度
の予算の様相によってはある程度可能である。
今年度は、GCC_UVicに参加するか（したか）
否かにかかわらず、GCC第一期生・第二期生は、
スピーキングトレーニング教材として英会話サ
プリ（リクルート社提供）の提供を受ける権利
を得た。
⑸今年度末に、 2 年目の成果報告書の提出を求め、
GCCの最終成果を本人に深く振り返ってもら
うことを予定している。 2 年間のコース標準年
いう目的はある程度達成されたのは先に示したとおり
である。そして、各自が経験から学び取ったことを2
年次以降の学修へとつなげてさらに学んでもらえる機
会としては、徐々に比重が増していく専門課程での学
修の場や、伸ばした外国語のスキルを活かした課外活
動の場など、さまざまな場面が考えうる。しかしなが
ら、本学の中でもトップレベルの語学運用能力を持つ
に至った学生に対する正課の手立ては、現状ではまだ
まだ手厚いとはいえない。Versantテストで50点台中
盤以上まで到達した学生であれば、ネイティブスピー
カーが話していることをほぼ理解でき、かつ、自分自
身の考えや意見をその場で考えながら英語で伝えるこ
とができるだけのスキルを持っている。このレベルは、
本学の学生としてのみならず、日本人の大学生として
もかなり高いレベルである。だが、本学の学生の大部
分はVersantテストスコアでいえば彼らよりも平均し
て20点以上低いレベルにあり、再履修クラスの受講人
数も徐々に増えつつあるのが本学の実態である。ごく
一部のトップレベルの学生よりも、まずは大多数の学
生の語学運用能力を伸ばすための正課クラス・教員を
割り当てることが喫緊の課題となるのは、組織の意思
決定としては極めて合理的である。
そこで、正規授業外での試みとして、試行 2 年目は
次の 5 つのことが行われている。
⑴本誌に先述されている第17回大学教育研究セ
ミナーにおいて、GCC_UVicに参加した第一
期生 1 組 2 名に、研修の最終段階で披露した
Final Presentationを再現・発表してもらうこ
とができた。今回は、大学教育研究センター
主催セミナーの発表者として正式に学部学生に
登壇してもらった初めての試みであり、発表者
は1組にとどまった。しかしながら、 1 か月の研
修の成果を日本で、英語で、これからGCCに
正式登録するかもしれない後輩たちを前に発表
してもらう機会の充実は、単なる成果発表にと
どまらず、同期のGCC正式登録者およびGCC_
UVic参加者のリユニオンの機会としても貴重
であろう。
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４．GCCからGC副専攻へ⑴　主専攻「浸食」
に対する学内の危惧
4－1．学則改定
2014（平成26）年、本学の学則が改正され、副専攻
に関する項目が設けられた。関連するのは第18条であ
る。
（教育課程の編成方針）
第18条　教育課程は、大学、学部及び学科等の教
育上の目的を達成するために必要な授業科目を第
19条第1項及び第2項に定める区分に従って開設
し、体系的に編成するものとする。
２　教育課程の編成にあたっては、学部及び学科
等の専攻に係る専門の学芸を教授するとともに、
幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊か
な人間性をかん養するよう適切に配慮するものと
する。
（副専攻）
第18条の 2 　前条第 1 項により編成する教育課程
として、特定の課題に関する科目で構成する教育
課程（副専攻）を開設し、その学習成果を認定す
ることができる。
この学則改正を受け、 2 年間の試行期間を終えた
GCCは、次年度からGlobal Communication副専攻（以
下GC副専攻と略記）として運営されることとなった。
あわせて、2013（平成25）年度に採択されたCOC事
業（文部科学省「地（知）の拠点整備事業」の一環
として展開されていた科目、および、次年度から展
開が予定されている科目群も、本格的にCommunity 
Regeneration副専攻（以下CR副専攻と略記）に位置
づけられることになった。これにより本学には、どん
な専門分野を主専攻としていても、本人に余力と能力
と意欲がある限り履修することが可能な、全学的副専
攻がふたつ出来上がることになる。
なお、改正された学則は、各学部単位もしくは隣接
分野の学部・学科同士で副専攻を設けることが可能で
あると読むことができる。学ぶ余力のある優秀な学生
にとっては、総合大学ならではのダイバーシティのも
間において何がどう変化したのか、書き言葉に
して他者に語ることもまた、ナラティヴ行為の
一種であり、キャリア発達の観点から大変重要
である。
先に正規授業外と述べたように、上記の試みはすべ
て、今の段階では正式な単位認定対象とはなっていな
い。つまり、学生自らが学び、積極的に活動したこと
に対する正当な評価としての成績評価・単位認定が行
われる仕組みがまだ十分に整っていない。
3－3．今後の課題
ここまでの内容をまとめると、大阪市立大学2ndア
クションプランに策定されていたGCCの検証、課題
の検討・解決、副専攻化に関しては、ある程度成果が
把握できたことと、解決には時間がかかるため副専攻
化と同時進行で解決しなければならない問題が混在し
ているといえる（表 5 ）。
表５　GCCの課題と検証結果（2015（平成27）年1
月段階）
課題 現状 備考
GCCの要であ
るGCC_UVic
の成果確認
△
第一期生についてのみ、学生
が研修のねらいに即した学
修成果を得て成長している
可能性が示されている。第
二期生についてはまだデー
タがそろっていない。
GCC正 式 登
録者に対する
フォローアッ
プ
△
いくつか試みられているが、
単位としてどう評価してい
くかを含め、未だ十分とは
いえない点がある。また2回
生向けの取組にはとりわけ
課題がある。解決策につい
ては5章で述べる。
GCC修了認定
者の学修成果
の把握
×
修了要件を満たした学生が
一定数出てくることで明ら
かになる。よって、現段階
ではまだ明らかになってい
ない。あわせて、課外活動
で得られた成果を評価する
方法論と場が確立されてい
ない。
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ステムが必要かについては、副専攻の設置にかかわっ
た複数の教員間でかなり議論がなされてきている。学
生たちがよく理解せずにうっかり副専攻を履修しない
よう、また、余力がないのに副専攻を履修し、結果と
して主専攻をおろそかにしてしまわないよう、仕掛け
が考えられ、用意されているのである。
4－3．解決策としての「仕掛け」
GC副専攻についていえば、GCCの準備段階および
GCC試行期間を含めると実に 2 年半の時間をかけて、
国内外の教育の質保障情報やグローバル人材育成の取
組の情報を得ながら準備が進められてきた。その結果、
教員にとって楽な方法、すなわち、科目カタログから
適宜単位を修得するだけでいつのまにか副専攻を修了
したことになる「アラカルト型」にせず、教員の負担
が大きくなることを承知で、副専攻修了認定のための
必修科目を設定し、この科目を通じて学生の学修成果
を確認するとともに、主専攻とのバランスを保った学
修ができているかどうかを副専攻単位で把握できる仕
組みをもつ「プログラム型」の副専攻としたのである。
しかも、GC副専攻を履修するためには、副専攻に
正式登録する前に行われるガイダンスへの出席が義務
付けられている。つまり、ガイダンスに参加しなけ
れば、そもそも副専攻の履修が認められない仕組みに
なっている。GC副専攻の場合は、 7 月にこのガイダン
スを予約制にて複数回実施し、主専攻と副専攻とを同
時に学んでいくとはどういうことかを初年次の学生に
理解してもらったうえで、専門を重視したいと考える
学生は専門分野でしっかりと学び、余力があるなら副
専攻へのチャレンジを選べるよう、学生側の判断と選
択の余地を保証している。もちろん、副専攻を主専攻
と並行して学ぶことを選んだ学生に対しては、各副専
攻の主幹となる組織（GC副専攻については2015（平
成27）年度新設予定のGCWG）が責任をもって教育
プログラムを提供する。そして、主専攻と副専攻との
履修バランスが崩れている学生がいた場合には、本人
とともにどうしたいのか、どうすべきかを考え、指導
できる仕組みが考案されている。それが、次の 5 章で
述べる副専攻修了科目「GC総合演習」である。
学生が主体的に学び、それぞれの専攻で学位を得る
と、自らの専門性を深めながら隣接分野も学べるチャ
ンスが開かれたといえる。
4－2．学内の声
一方で、学内では副専攻に対する少なからぬ危惧が
ささやかれているという。その内容をまとめると、主
に 2 つの論点が存在する。
第一点目は、本学の副専攻とは何かについて、共有
知が形成されていないことを指摘する声である。この
指摘は非常に本質的であり、重要である。今後、さま
ざまな副専攻が立ちあがっていくことになったとき、
「大阪市立大学の副専攻として質を保証するために、
最低限何が必要か」についての一定の枠組みを共有し
ていることが不可欠になるからである。たとえば、同
じ大阪市立大学の副専攻と銘打っていても、「アラカ
ルト型（学生任せ、単位をとっていけばいつの間にか
副専攻を修了したことになる）」と、「プログラム型（修
了認定するため、最終的な学修成果を確認できる必修
科目を設置し、これを履修して単位を修得していない
と副専攻の修了認定には至らない）」とが混在してい
ては、教育の質保証の面で著しく問題があると言わざ
るをえない。
次年度以降、学部・大学院教育教務委員会のもとに、
副専攻運営小委員会が設置される予定であることが
2014（平成26）年11月の第 5 回学部・大学院教育教務
委員会、および2015（平成27）年2月の第6回学部・大
学院教育教務委員会で審議されている。GC副専攻と
CR副専攻の実施経過を確認しつつ、引き続き慎重な
議論がなされていくことになるだろう。
第二点目は、副専攻によって主専攻が「浸食される」
という危惧である。つまり、主専攻だけでも大変なの
に、副専攻を履修することで学生の主専攻での学修に
支障が出ることを心配する声である。関連して、GC
副専攻もCR副専攻も、初年次のうちに履修するかど
うかを決めるため、学生たちが 2 年次以降の専門課程
の忙しさについて知らないうちに意思決定しなければ
ならないことを問題視する声もある。
各部局のひとりひとりの教員レベルまでは詳細は
伝えられていないので致し方ないのであるが、主専攻
あっての副専攻を成り立たせるためにはどのようなシ
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GC総合演習を設置する目的は、大きく 3 つある。
第一に、GC副専攻を履修することになった学生の学
修成果を修了認定までの間継続的に把握し、適切な指
導と副専攻へのインボルブメントの維持を目指すこ
とである。第二に、 3 章で挙げたように、これまでは
課外活動扱いとされていた各種活動をこの演習におけ
る活動として位置づけて成績評価対象とし、学修・活
動するほどに評価される体制をつくることである。第
三に、第一に挙げた継続的な学修成果の把握を介し
て、 4 章で挙げた「浸食」危惧への一種のカウンター
としての機能をもたせ、主専攻と副専攻との履修バラ
ンスを常に把握・確認し、必要に応じて指導を行える
体制を整えることである。
演習において採用される予定の具体的な内容として
は、次の 8 つが挙げられる。
⑴これまで課外活動として行っていたGCC_UVic参
加者必須の事前研修（12月・ 2 月実施）や、海外
からのゲストスピーカーを招いての講演への参画
等を、単位に結び付く学修活動として評価する。
⑵語学力を活用した課外での活動（国や大手企業が
主幹する留学プロジェクト等）への参画など、⑴
と同様に課外活動扱いになっていたことがらにつ
いて、演習内で発表・共有できる機会を学生に提
供し、これらもまた単位に結び付く学修活動とし
て評価する。
⑶課外学習の機会として準備されている各種ICT教
材の活用を促進し、語学力を伸ばすことができた
場合には、単位に結び付く学修活動として評価す
る。
⑷独自に受験したTOEFL、TOEIC、英検などの各
種語学力テストスコア自己ベストを更新した場合
には、単位に結び付く学修活動として評価する。
⑸学年末に提出を求める成果報告書を、単位に結び
付く学修活動として評価する。
にふさわしい力をつけることのできる場を提供するの
は大学の義務である。そして同時に、学ぶ主体はあく
までも学生である。主専攻は当然大切であり、その事
実を否定する合理的理由はどこにも存在しない。しか
しながら、余力と能力と意欲のある学生が副専攻をあ
わせて学びたいという意思を持ったならば、それを叶
える場を提供することもまた大学の義務である。さら
に学びたいと考えた学生の学修意欲をあえて妨げる指
導をすることは、学生の主体性を「浸食する」ことに
なるかもしれないというジレンマをどのように解決す
るかについては、まだ明確な回答が得られていない。
５．GCCからGC副専攻へ⑵
副専攻修了科目の新設による学修成果
の把握と支援
GC副専攻の概要は、図 2 のとおりである。
副専攻化にあたって、試行期間中に実行されていた
GCCのプログラムや科目配当自体にはそれほど大き
な変更は加えられていないが、新規事項が 2 点ある。
第一に、副専攻修了科目（必修、主専攻の卒業要件に
含まれない、副専攻の修了要件として必須の科目）と
して、GC総合演習を新設することである。第二に、
2015（平成27）年秋より事実上渡航可能となる認定留
学も、修了認定の必須要件である海外研修等として認
めることである。
5－1．GC総合演習について
図２　GC副専攻の全体像　単位数、科目、研修の位
置づけ
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【2】　Versantテストは、構文・語彙・流暢さ・発音の 4 つの
軸で採点され、その結果に基づいて総合スコアが算出され
る。最低点は20点、最高点は80点である。テストは、電話
もしくはインターネット回線を用いて実施される。英語に
よる質問がなされ、それに対して回答者は英語で答え、そ
の音声が機械採点される仕組みである。また、Versantは
テスト時間20分程度、その後10分から20分程度で自動採点
結果を参照することができるため、利便性が高い。
なお、学生の間では「I don’t knowテスト」と呼称され
ることが多いという。何を質問されているのかわからな
かったときや、どうしても答えられないときには、まっ
たく何も言わないと大きな減点要因となるため、「I don’t 
know」と口頭ではっきりと回答するようあらかじめ指示
がなされていることに端を発した呼称である。
なお、英語のネイティブスピーカーであれば、軽い気持
ちで受験しても総合スコア満点をとれるのに対し、日本人
の場合は60点とれれば大変高いスコアをマークしたといえ
る。それは、このテストが、リスニングスキルだけでなく、
何を答えるべきかがわかった状態で適切にスピーキングで
きているかどうかを採点しているからである。一般的にス
ピーキングが苦手な日本人にとっては、かなり難しいテス
トであるといえよう。
【3】　2013（平成25）年度、GCCWGのミーティングは 1 回
実施された。第一回：2013年12月17日。
翌年2014（平成26）年度は、2015（平成27）年 1 月の時
点で 4 回実施されている。第一回：2014年 5 月29日、第二回：
2014年 6 月26日、第三回：2014年 9 月26日、第四回：2014
年12月19日。
【4】　「自己・他者・多様性を理解できる力」に対応する全学
共通科目は、当該年度の総合教育科目のシラバスを参照す
るとともに、総合教育科目の授業の到達目標に関するアン
ケート調査（大学教育研究センター，2012）の結果に基づき、
①科目担当者本人が「国際性」「異文化理解」「文化社会理
解」を授業の到達目標として挙げている科目（4点尺度で4
点満点）であり、かつ、②本学の教員が担当（オムニバス
形式の科目の場合は主担当）している科目を中心に選定さ
れた。
なお、これらの科目については、2012（平成24）年度に
開催されていたグローバルコミュニケーションコース設置
ワーキングにおいて議論がなされ、原案が策定された。そ
ののち、2013（平成25）年 2 月の教育研究評議会において、
コースの試行設置が周知された。
【5】　GCCへの正式登録時に求められる英語運用能力のめや
すは、2013（平成25）年度は、 4 月にCEのプレイスメント
テストとして行われたTOEIC-IPテストにて550点以上を
⑹英語圏のみならず、他の言語圏の海外研修を経験
した学生との交流や報告会を学生自らが企画・立
案・実施し、これらに積極的に参画した場合には、
単位に結び付く学修活動として評価する。
⑺副専攻の後輩のメンターとして演習補助や事前研
修補助に当たった場合、単位に結び付く学修活動
として評価する。
⑻必要に応じて面談を行い、主専攻と副専攻との学
修バランスをどのように保つか、学生自身の考え
を尊重しながら学習指導を行う。
5－2．想定される課題
しかしながら、GC総合演習の設置については超え
なければならない高いハードルが存在している。最も
大きな問題は、時間割である。全学の学生を対象とし
て副専攻を開設するため、主専攻の必修科目と、副専
攻の修了認定にかかわる科目の開講時間帯が重なり、
所定の年次内に副専攻の修了認定にかかわる科目を履
修できない学生が出てくる可能性は決して低くないと
予測される。
副専攻修了要件にかかわる必修科目のみを開講で
きる時間帯が設置されないうちは、次の 2 点の措置を
とることによる対処が考えられる。第一に、同一内容
で 2 コマ、もっとも時間割のバッティングが少ないと
予測される火曜・木曜の 5 限目に副専攻の修了要件に
かかわる科目を開講し、学生にとっての履修選択肢を
可能な限り増やすこと、第二に、主専攻の科目の開講
時間帯とぶつかってしまった場合は、次の年度に繰り
越して履修可能とすることである。
履修状況を見ながらこれらの補助的な仕組みを導
入・改訂し、学生の学修機会を確保していくことが今
後のもっとも大きな課題である。
注
【1】　2012（平成24）年度、グローバルコミュニケーションコー
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第一回：2012年10月16日、第二回：2012年11月28日、第三
回：2013年1月16日。
大阪市立大学『大学教育』　第12巻　第 2 号　2015年 3 月
17
飯吉弘子・平知宏（2012），「大阪市立大学のカレッジイン
グリッシュ（CE）に関する分析（最終報告）」，『大阪
市立大学英語教育開発センター（EEDC）レポート』，
第 3 号，7－33．
公立大学法人大阪市立大学（2012），『公立大学法人大阪市立
大学　第二期中期計画』．
http://www.osaka-cu.ac.jp/ja/news/2012/1468
文部科学省（2012），『平成24年度グローバル人材育成推進事
業』．
http: / /www.mext.go. jp/b_menu/houdou/24/09/
attach/1326084.htm
日本学術振興会（2014），『平成26年度スーパーグローバル大
学創成支援事業』．
http://www.jsps.go.jp/j-sgu/
大阪市立大学　大学教育研究センター（2012），『総合教育科
目の授業の到達目標に関するアンケート調査』．
大阪市立大学　国際化戦略本部（2011），『大阪市立大学　
国際化1stアクションプラン』．
http : / /www.osaka-cu .ac . jp / ja / internat ional /
internationalization_office/index.html
大阪市立大学　国際化戦略本部（2014），『大阪市立大学　国
際化2ndアクションプラン』．
http : / /www.osaka-cu .ac . jp / ja / internat ional /
internationalization_office/index.html
渡邊席子（2014），「OCUグローバル・コミュニケーションコー
ス　2013年度試行の記録」，『大阪市立大学大学教育』，
第11巻，第 2 号，79－86．
獲得していること、もしくは、7月にプレイスメントテス
トとして行われたVersantテストにて30点以上を獲得して
いることであった。また、2014（平成26）年度は、 4 月に
CEのプレイスメントテストとして行われたTOEFL ITPテ
ストにて500点以上を獲得していること、もしくは、 7 月の
Versantテストにて35点以上を獲得していること（あるい
は、独自に受験したTOEICテストで550点以上を獲得して
いること）であった。
2014年度の方がやや厳しい基準になっているのは、第一
期生の様相を見るに、より高い水準のスコアをマークでき
ている状態の方が、3月のGCC_UVicで十分な学修成果を
得やすいことに基づく改定の結果である。
【6】　GCC_UVicに参加して学修成果を得るためには、ネイ
ティブスピーカーの教員が言っていることの要点を少なく
とも 7 割以上理解でき、言われたことに対して多少文法的
な誤りがあってもレスポンスができることが必要である。
つまり、最低限、何を言われているのかが聴き取れるレベ
ルのリスニングスキルがなければ、成果を望むことはでき
ない。ゆえに、2013（平成25）年度は、GCC_UVicが実施
される 3 月の段階で、TOEICテストスコア650点以上（う
ち、リスニング350点以上）、Versantテストであれば35点
以上を獲得していることをめやすとしていた。
しかし、これでは十分ではないことが第一期のGCC_
UVic参加者の様相から明らかになった。リスニングが十
分にできない状態で出かけると、本人が成果を出しにくく
なるのみならず、他の英語のできる友達に日本語で訊ねて
理解しようとしてしまうなど、他の参加者に対する影響も
無視できなかったからである。そこで、2014（平成26）年
度はめやすをやや上方に修正し、Versantテストスコア40
点以上、TOEICテストスコア650点以上（うち、リスニン
グ350点以上）、TOEFLテストスコア525点以上が参加者に
求められることとなった。
【7】　第一期生のときには、入学時にプレイスメントテスト
としてTOEIC IPテストが導入されていた。また、第二期
生のときには、TOEIC IPに代わり、TOEFL ITPテスト
が導入されていた。いずれの年度においても、GCC正式
登録者の方がその他の学生よりもテストスコアが統計的に
有意に高い。つまり、GCC設置のねらいどおり、より上
位層に位置する学生がコースに着目し、正式登録する傾向
が確認されている。
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